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気温と日射量を用いたブドウ「巨峰」の収穫時の果皮色の推定 

 
１ 背景・目的 

近年、夏季の高温により問題となっているブドウの着色不良対策としての環状はく

皮、着果量の調整等は、いずれも着色開始前（満開 50 日後頃）に実施されているが、

これらの対策は樹勢低下や減収等のリスクもあることから、実施の判断を的確に行う

必要がある。このため、従来の気温のみによる果皮色推定式を改良し、さらに精度の

高い推定式を作成する。 

 

２ 技術のポイント 

(1) 既知の式（Sugiura ら、2018）では、満開 50～92 日後の平均気温を用い「収穫期

の果皮色＝-0.9595×平均気温+33.867」で予測するが、実測カラーチャート値（以

下、CC 値）には差が認められ、収穫期の着色には気温だけでなく、日射量も関与

している（表１）。 

(2) 実測 CC 値と既知の式で求めた推定 CC 値は日積算日射量を用いて補正するこ 

とが可能であり、以下の式により高精度に推定できる（図）。 

  「収穫期の果皮色＝-0.9595×平均気温+33.867+（0.1273×日積算日射量-1.2592）」

(3) 日積算日射量を加味した推定式を用いることで、満開 50 日後時点の予測精度 

が高まる（表 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果の活用と留意点 

(1)  着色向上対策が必要となる満開 50 日後頃に、向こう 26 日を予測できるメッシュ

農業気象データを活用し、予測することで着色予測が可能となる。 

(2） 今後のデータ蓄積により予測式の精度向上が期待できる。 
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図 予測残差と日積算日射量の関係（R4～R6） 

表 1 実測 CC 値と気温を用いた推定 CC 値の関係 

遮光なし 20％遮光 40％遮光 60％遮光

実測CC値 8.7 7.8 7.7 7.0

推定CC値 8.7 8.6 8.6 8.4

実測-推定 0.0 -0.8 -0.9 -1.4

※収穫時の CC 値 9.5 未満を着色不良と判定 

表 2 推定式を用いた予測結果（R6） 

※本研究は、生研支援センター「戦略的スマート農業技術等の開発・改良」（JPJ011397）の 

支援を受けて行った。 


